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令和５年１２月７日 

 

各市町村民生委員児童委員協議会 会長 様  

 

公益財団法人 千葉県民生委員児童委員協議会  

会 長  高  橋 君  枝   

（  公  印  省  略  ）   

 

令和５年度主任児童委員研修会の開催について（通知） 

 

平素は、当協議会の運営及び民生委員児童委員活動の推進につきま

して、格段の御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。  

 さて、標記の件につきまして、千葉県及び中核市からの委託事業と

して下記により実施いたします。  

 つきましては、御用繁多の折大変恐縮ですが、貴会参加者について

お取りまとめくださいますようお願い申し上げます。  

 

記 

１．開催内容 

（別紙１）「令和５年度主任児童委員研修会開催要領」のとおり。  

 

２．対象者 

主任児童委員及び児童委員（※）  

※児童委員は、１地区当たり１名参加可。  

 

３．感染症拡大予防対策等について  

（１）感染予防対策と参加者へのお願い 

開催にあたっては、政府が示した「基本的感染対策の考え方」を踏まえ、

室内の定期的な「換気」、「３密の回避」、「人と人との距離の確保」、「マス

クの着用」、「手洗い等の手指衛生」をはじめとした基本的な感染対策を講

じたうえで開催いたします。 

また、マスクの着用については、「行政が一律にルールとして求めるの

ではなく、個人の主体的な選択を尊重し、着用は個人の判断に委ねること



を基本とする」ことになりました。本研修会においても、参加者の一人ひ

とりの主体的な判断とさせていただきますので、ご理解くださいますよう

お願いいたします。この詳細については、下記 HP をご参照ください。 

 

（千葉県ＨＰ：「感染対策に関する情報（令和５年５月８日」） 

https://www.pref.chiba.lg.jp/kenfuku/kansenshou/ncov/kansen-jyoho

.html 

（厚生労働省ＨＰ：「新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後の

対応について」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/corona5rui.html 

 

 

 

４．参加申込方法と事前アンケート 

（１）参加申込方法 

別紙２「令和５年度主任児童委員研修会 参加申込書」により、令和６

年２月２１日（水）必着で、メールにてお申込みください。 

※ご参加がない場合も、「参加者なし」と記入しご提出をお願いします。 

 

 （２）事前アンケート 

本研修会では、第１部として下記お二方の対談を予定しています。

対談で話してほしいテーマや内容について、事前にアンケートで募集

したいと考えております。この詳細は、別紙開催要領「６．事前アン

ケート」をご参照ください。 

 

 

５．その他 

〇参加者の交通費については、市町村・地区民児協または参加者のご負担

でお願いします。 

〇来場の際は、公共交通機関をご利用ください。恐れ入りますが、やむを

得ず自家用車等で来場する場合は、各自駐車場のご手配をお願いいたし

ます。 

〇本研修は一斉改選年度に関わらず、毎年実施しています。 

〇研修会資料は当日配布いたします。筆記用具は各自ご持参ください。 



〇研修会当日のご連絡先は下記の通りです。 

（本会携帯）０８０―３７５９－６０１１ 

 

 

６．個人情報の取り扱い 

本研修会の開催にあたって取得した個人情報については、当会が定める

「個人情報保護に関する方針（プライバシーポリシー）」に基づき適正に取

り扱い、適切な管理を行います。また、本会の運営に関する業務以外の目

的には使用いたしません。 

 

 

７．お問い合わせ・提出先 

公益財団法人 千葉県民生委員児童委員協議会（担当：渡辺・黒岩） 

〒２６０－００２６ 千葉市中央区千葉港４－５ 県社会福祉センター内 

ＴＥＬ：０４３－２４６－６０１１  ＦＡＸ：０４３－２４８－００８４ 

e-mail：info@chiba-minkyo.or.jp 

 

 

 

 



（別紙１） 

 

令和５年度 主任児童委員研修会 開催要領 
 

 

１．趣 旨 

主任児童委員制度は、平成６年１月に創設され、令和６年１月で３０

周年を迎えます。本年度は、「地域とともに歩む、主任児童委員活動～主

任児童委員制度創設３０周年を迎えて～」をテーマに、これまでの主任

児童委員の役割や活動について振り返りながら、子どもや子育て家庭等

の現状も踏まえ、これからの方向性について共有していくことを目的に

開催します。 

 

 

２．主 催 

千葉県、船橋市、柏市 

 

 

３．実施機関 

公益財団法人 千葉県民生委員児童委員協議会 

 

 

４．日 時 

令和６年３月４日（月） １３：００～１６：００ 

 

 

５．場 所 

   千葉市民会館・大ホール（座席数：１００１） 

（住所：千葉市中央区要町１－１、ＴＥＬ：０４３－２２４－２４３１） 

 

 

６．参加対象者 

主任児童委員（定数６８５名）及び児童委員（※） 

※児童委員は、１地区当たり１名参加可。 



７．事前アンケート 

本研修会では、第１部として下記お二方の対談を予定しています。対談

で話してほしいテーマや内容について、事前にアンケートで募集したいと

考えております。下記概要をご確認のうえご協力をお願いします。 

 

 

事前アンケートの概要 

 

 （対談者）      稲垣 美加子 氏（淑徳大学総合福祉学部教授） 

高祖 常子 氏 （子育てアドバイザー） 

 （アンケート内容）  対談者に話してほしいテーマや内容について 

 （アンケート対象者） 参加者及び市町村民児協事務局 

 （アンケートフォーム）https://forms.gle/pkFiz7QqXwh1s6x76 

（アンケート期限）  令和６年１月３１日（水） 

※お二方の略歴は、別紙参照のこと。 

※具体的な個別事例はお受けできませんので、あらかじめご了知ください。 

 

 

 

８．プログラム 

１２：３０～１３：００ 受 付 

 

１３：００       開 会 

民生委員児童委員信条・児童憲章前文 

挨 拶（県民児協会長・県児童家庭課長） 

 

１３：１０～１４：３０ 第１部：対談（８０分） 

（テーマ）「地域とともに歩む、主任児童委員活動～主任児童委員制度創

設３０周年を迎えて～」 

（対談者）稲垣 美加子 氏（淑徳大学総合福祉学部社会福祉学科教授） 

高祖 常子  氏（子育てアドバイザー） 

 

１４：３０～１４：４０ 休憩 

 



１４：４０～１６：００ 第２部：事例発表（８０分） 

（テーマ）「地域とともに歩む、主任児童委員活動～主任児童委員制度

創設３０周年を迎えて～」 

（事例発表①）船橋市西船地区民児協 主任児童委員 久保 貴子 氏 

（事例発表②）鴨川市鴨川地区民児協 主任児童委員 立野 慶子 氏 

（事例発表③）富里市南部地区民児協 主任児童委員 本橋 幸子 氏 

 

１６：００ 閉 会 

 

 

９．お問い合わせ・提出先 

公益財団法人 千葉県民生委員児童委員協議会（担当：渡辺・黒岩） 

〒２６０－００２６ 千葉市中央区千葉港４－５ 県社会福祉センター内 

ＴＥＬ：０４３－２４６－６０１１  ＦＡＸ：０４３－２４８－００８４ 

e-mail：info@chiba-minkyo.or.jp 



（対談者） 

淑徳大学総合福祉学部社会福祉学科 

教授 稲垣 美加子 氏 
 

（学 歴） 

〇明治学院大学社会学部社会福祉学科卒業 

〇明治学院大学大学院社会学研究科社会福祉専攻博士課程前期程修了 

〇明治学院大学大学院社会学研究科社会福祉専攻博士課程後期満期退学 

 

（職 歴） 

〇東京都社会福祉総合センター福祉専門員／〇東京医療福祉専門学校（介護福祉

科）教務主任／〇立教大学コミュニティ福祉学部 助手／〇茨城キリスト教大学

生活科学部人間福祉学科教授／〇淑徳大学総合福祉学部社会福祉学科教授（現在） 

 

（社会的活動） 

〇千葉県社会福祉審議会委員／〇関東ブロック母子生活支援施設研究協議会 顧

問／〇板橋区子ども子育て会議委員／〇東海村地域福祉計画策定委員会アドバイ

ザー／〇社会福祉法人至誠学舎立川 評議委員 

 

（著 書） 

〇『児童養護施設の事例分析法-グランデッド・セオリーによる「経験」と「勘」

の世界の解明から- 』早川書房 

〇「施設ソーシャルワークにおける実践知とは－事例研究を用いた実践研究の進

め方―」橋本正明・稲垣美加子監修、高齢者福祉ブックッレト『至誠ホーム事例

研究 その３』筒井書房 

〇「子どもと家庭に関する問題と社会福祉の対応（3） 保育」(第１２章) 北川清

一・小林 理 編著シリーズベーシック社会福祉３『子どもと家庭の支援と社会

福祉－子ども家庭福祉入門－』ミネルヴァ書房 

〇「ひとり親家庭と福祉-母子家庭・父子家庭の現状と施策-」（第 11 章）『児童福

祉論』一藝社  

 

（専門領域） 

〇子育て支援（子育てに悩むお母さんの支援、子育て支援に関わる専門職のスーパ

ービジョンなど） 

〇ジェンダー福祉（様々な性に関わる差別や偏見に苦しむ人たちの支援、売買春な

ど女性を抑圧する社会構造の研究など） 



（対談者） 

子育てアドバイザー 

高祖
こ う そ

 常子
と き こ

 氏 
 

○ＮＰＯ法人 児童虐待防止全国ネットワーク理事 

○ＮＰＯ法人 ファザーリング・ジャパン理事 

○マザーリングプロジェクトリーダー 

○ＮＰＯ法人 タイガーマスク基金理事 

○子どもすこやかサポートネット副代表 

○にっぽん子育て応援団運営委員   ほか 

 

（略歴） 

資格は保育士、幼稚園教諭２種、心理学検定 1 級ほか。Yahoo!ニュース公式コメン

テーター。リクルートで編集にたずさわったのち、育児情報誌 miku 編集長に就任し 14

年間活躍。「体罰等によらない子育ての推進に関する検討会」(厚生労働省 2019 年度)、

「幼児期までの子どもの育ち部会」委員（こども家庭庁 2023 年～）ほか、国や行政の

委員を歴任。編集、執筆、全国で講演を行っている。著書は『感情的にならない子育

て』（かんき出版）ほか。3児の母。 

 

（執筆活動） 

地方紙にて「育児コラム」を連載しているほか、オールアバウト

「子育て」ガイドとしての記事執筆。主な著書は『イラストでよく

わかる感情的にならない子育て』（かんき出版）、編著は『ママの仕

事復帰のために パパも会社も知っておきたい 46 のアイディア』

（労働調査会）、『パパ１年生』（かんき出版）、『新しいパパの教科

書』（学研）ほか。最新刊は、『「こんなときどうしたらいいの？」感

情的にならない子育て』（かんき出版・２０１９年１１月７日発売） 

 

（主な資格） 

認定子育てアドバイザー、保育士、幼稚園教諭２種、キャリアコンサルタント、子ど 

もアドボケイト、社会教育主事（任用）、ピアヘルパー など 

 



＜住所・アクセス＞ 

〇住 所  〒２６０－００１７ 千葉市中央区要町１－１ 

〇電話番号 ０４３－２２４－２４３１ 

〇アクセス ＪＲ「千葉駅」より徒歩約７分、ＪＲ「東千葉駅」より徒歩約３分 

※来場の際は公共交通機関をご利用ください。 

※やむを得ず自家用車で来場する場合は、各自駐車場のお探し

ください。 

千葉市民会館 交通案内 


